
―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

今
後
ま
す
ま
す
高
度
化
・
知
能
化
が
進
む
自
動
車
・
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
分
野
に
お
い
て
、
自
身
の
専
門
分
野
を
極
め

る
と
と
も
に
周
辺
技
術
も
理
解
し
、
研
究
開
発
チ
ー
ム
を

先
導
す
る
高
度
専
門
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

知
能
化
自
動
車
や
今
後
普
及
が
期
待
さ
れ
る
家
庭
用

サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
は
、
機
械
・
制
御
・
情

報
・
電
子
な
ど
の
工
学
系
の
広
い
分
野
が
関
係
し
、
高
度

な
専
門
性
と
広
い
知
識
と
見
識
を
有
す
る
技
術
者
集
団
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
専
門
性
で
区
分
け
さ
れ
る
従
来
型

の
教
育
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
育
成
が
困
難
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
３
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。同

一
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
三
大
学
は
、
平
成

年
度
か

ら
３
年
間
文
部
科
学
省
・
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
に

よ
る
支
援
を
受
け
、
学
研
都
市
連
携
大
学
院
カ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー
ス
を
開
設
し
、
各
方
面
か
ら
高
い
評
価

を
得
、
支
援
終
了
後
も
自
立
的
に
専
門
人
材
の
育
成
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
自

動
車
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
高
度
化
知
能
化
と
い
う
全
く
異
な
る

領
域
で
３
大
学
の
得
意
分
野
を
結
集
し
て
、
新
た
な
教
育

体
系
を
構
築
し
ま
す
。
九
州
工
大
は
ロ
ボ
ッ
ト
系
技
術
を
、

早
稲
田
大
は
自
律
走
行
制
御
技
術
を
、
北
九
州
市
立
大
は

機
械
加
工
と
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
得
意
と
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
、
模
擬
授

業
を
行
っ
て
教
材
を
整
備
し
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
連

携
大
学
院
カ
ー
ロ
ボ
コ
ー
ス
を
開
設
し
、
一
部
科
目
の
試

行
実
施
を
経
て
、
平
成

年
度
に
は
等
身
大
の
家
庭
用

サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
制
御
実
習
や
本
物
の
電
気
自

動
車
を
用
い
た
自
律
走
行
実
習
を
本
格
実
施
し
ま
す
。
以

降
、
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
取
組
の
期
間
修
了
後
も
連
携

大
学
院
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
高
専
・
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
を
利
用
し
て
、
博
士
後
期
課
程
学
生
を
含
ん
だ
幅
広

い
学
年
層
の
学
生
達
の
チ
ー
ム
で
実
習
を
行
い
ま
す
。
連

携
機
関
の
北
九
州
市
お
よ
び
産
業
界
か
ら
の
協
力
と
助
言

を
得
て
教
育
内
容
の
充
実
と
向
上
に
努
め
ま
す
。
本
コ
ー

ス
で
は
毎
年
修
士
課
程
学
生

名
以
上
、
高
専
等
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生

～

名
の
参
加
を
目
標
と
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

九
州
工
大
で
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
競
技
会
中
型
リ
ー
グ
国
内

五
連
覇
な
ど
の
実
績
、
早
大
と
北
九
州
市
や
自
動
車
企
業

と
の
自
動
車
自
律
走
行
に
関
す
る
共
同
研
究
の
実
績
な
ど

に
基
づ
い
て
、
チ
ー
ム
学
習
に
よ
り
高
度
専
門
人
材
を
組

織
的
に
育
成
し
ま
す
。
教
育
成
果
と
共
に
、
学
生
達
の
創

意
工
夫
に
よ
り
実
用
的
な
研
究
成
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

コ
ー
ス
履
修
生
の
成
長
は
総
合
実
習
履
修
後
の
発
表
に

よ
り
確
認
し
ま
す
。
履
修
生
は
総
合
技
術
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
身
に
付
け
、
各
自
の
専
門
性
を
研
究
活
動
に
よ

り
極
め
て
、
関
連
産
業
界
に
就
職
し
ま
す
。
成
果
の
指
標

は
関
連
企
業
へ
の
就
職
率
と
し
、
全
力
で
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
九
州
市
長

北

橋

健

治

北
九
州
市
で
は
、
自
動
車
関
連
企
業
の
集
積
に
加
え
、

世
界
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
立
地
す
る
地
域
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
産
業
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
の
取
組
で
は
、
北
九
州
学
術
研
究
都
市
を

中
心
と
し
た
国
公
私
立
の
理
工
系
大
学
院
の
集
積
を
活
用

し
、
今
後
さ
ら
に
進
展
す
る
自
動
車
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
高
度

化
知
能
化
に
対
応
で
き
る
専
門
人
材
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

環
境
未
来
都
市
や
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区

な
ど
、
本
市
が
推
進
す
る
「
緑
の
成
長
戦
略
」
と
の
協
働

に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
成
長
モ
デ

ル
の
構
築
を
人
材
育
成
の
面
か
ら
も
支
え
、
知
の
拠
点
と

し
て
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

北九州
学研都市

支援機関： 北九州市、
（カー・エレクトロニクスセンター）

ものづくり
教育研究センター

北九州市立大学
国際環境工学研究科

自律走行車
教育研究センター

早稲田大学
情報生産ｼｽﾃﾑ研究科

運営協議会

連携校 連携校

北九州高専

有明高専

事業運営委員会

協力企業群：自動車・ロボット関連企業

他高専
他大学

西日本工大

熊本大学

インターンシップ
協力校

九州工業大学

生命体工学研究科

知能ロボット
教育研究センター

情報工学府
（飯塚）

工学府
（戸畑）

取組概要：今後大きく進展する自動車・ロボットの高度化知能化分野において、先端研究開発を主導する高度専
門人材を継続的に育成するために、高専生から修士・博士課程学生のチーム学習による実習主体の実践的教育
プログラムを、ステークホルダーの北九州市及び関連企業との密接な連携のもとに強力に推進する。高専・大学
学部のインターンシップ制度を活用して、九州・中国地方などから学生を結集し、この分野の教育拠点を目指す。

連携大学院の実施体制
【対象者及び定員】 修士課程４０～５０名、博士課程５名程度

高専・大学インターンシップ１０～２０名

目的

北部九州の基幹産業である自動車産業からのニーズに加え、将
来の自動車の知能化の流れを先導するとともに、今後大きく発
展が期待されるサービス用知能ロボット技術分野を新たな柱に
据え、次世代を担うリーダーとしての高度専門人材を育成する。

◆国公私連携により各大学院の優位性を活かした実習主体の教育

◆高専・大学とのインターンシップ制度を利用した教育連携

◆地元自治体（北九州市）と密に連携した地域貢献に資する取組

◆ 大学院・自治体・産業界による階層的教育評価システム

◆修了書の発行、自動車・ロボット関連企業への就職支援

特徴

「ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｶｰ・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽｺｰｽ」履修科目群

先端技術を用いた実習主体の実践的教育、総合講座でのコンテストによる評価

3大学の特徴と共同研究の場を活かした実践的教育

◆燃焼工学特論

◆システム工学特論

◆信号解析

◆移動通信

九州工業大学
ロボティクス、画像処理、

車両制御

北九州市立大学
機械設計、センシング技術、

無線通信

単
位
互
換
科
目

◆機械要素設計

◆制御モデリング

◆最適制御論

◆実車自律走行制御実習
◆ロボット組み立て実習

◆自己位置推定プログラミング

◆脳型（ﾛﾎﾞｯﾄ）制御システム

◆先端画像処理特論

◆車両制御特論

◆機械要素設計特論

◆適応信号処理

◆自動車工学

◆インテリジェントカー統合

早稲田大学
自動車、自律走行技術、

LSI設計技術

背景

◆自動車、ロボットの高度知能化分野での専門人材の不足
◆北部九州の自動車産業の隆盛（ 万台→ 万台超）

◆自動車の知能化、安全運転支援技術の開発と普及
◆介護・家庭用知能ロボットの開発と需要増（安全・安心社会への対応）
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取組名称：自動車・ロボットの高度化知能化に向けた専門人材育成連携大学院
取組大学：九州工業大学（代表校）、北九州市立大学、早稲田大学



―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

連
携
校
は
発
達
障
害
に
関
す
る
学
生
教
育
や
支
援
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
取
組
を
通

し
て
、
教
育
や
支
援
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
学
生
履

修
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
や
幼
児
療
育
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
履
修
状
況
に
合
っ
た
指
導
や
卒

後
指
導
、
そ
し
て
幼
児
へ
の
継
続
支
援
を
、
連
携
校
が
共

同
し
ス
ム
ー
ズ
に
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

事
業
最
終
年
度
の
平
成

年
度
以
降
、
連
携
校
の
学
生

百
名
程
度
が
「
子
ど
も
発
達
支
援
士
」
の
資
格
を
取
得
し

て
、
卒
業
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
佐
賀
県
内
外
の
多
く
の
幼
稚
園
や
保
育
所
で
、
発
達

障
害
の
幼
児
が
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
全
力
で
取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
大
学
間
連
携
に
よ

り
地
域
の
療
育
活
動
の
一
翼
を
確
実
に
担
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

佐
賀
県
知
事

古

川

康

「
相
手
の
目
を
見
て
話
し
な
さ
い
」
子
ど
も
に
そ
う
教

え
る
こ
と
、
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
閉
症
の
子
ど

も
は
「
相
手
の
目
を
見
る
」
こ
と
が
、
と
て
も
苦
手
で
す
。

そ
れ
が
障
害
特
性
に
よ
る
も
の
だ
と
知
ら
な
い
と
、
大
人

も
、
子
ど
も
も
「
ど
う
し
て
で
き
な
い
ん
だ
ろ
う
」
と
と

て
も
つ
ら
い
思
い
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

佐
賀
県
で
は
、
平
成

年
度
か
ら
発
達
障
害
の
早
期
発

見
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
発
達
障
害
の
あ
る
子

ど
も
を
理
解
し
、
そ
の
子
に
と
っ
て
適
切
な
療
育
を
行
う

支
援
者
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
育
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

と
も
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
が
目
指
す
の
は
、
発
達
障
害
の
幼
児
へ
の
確

か
な
支
援
力
と
幼
児
教
育
に
対
す
る
強
い
情
熱
等
を
身
に

つ
け
た
、
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
の
養
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
賀
県
３
歳
児
健
診
で
は
、
発
達
障
害
と
し
て
療
育
や

継
続
観
察
が
必
要
な
幼
児
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
発
達

障
害
の
幼
児
が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
を
継
続
的
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
人
材
養
成
が
急
務
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
５
大
学
・
短
大
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
か
。

佐
賀
県
の
国
私
立
５
大
学
は
放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン

タ
ー
と
も
共
同
し
、
大
学
間
連
携
組
織
（
「
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
佐
賀
」
）
を
つ
く
り
、
『
住
ん
で
よ
か
っ
た

街
づ
く
り
』
の
た
め
の
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
大
学
間
発
達
障
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
発
達
障
害
に
関
す
る
大
学
間
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
と
地
域
の
療
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
、
各
大
学
の
強
み
を
結
集
し
て
進
め
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

５
年
間
の
前
半
は
主
と
し
て
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

共
通
評
価
観
点
の
開
発
・
実
施
・
改
善
、
佐
賀
県
療
育
機

関
と
協
同
し
た
、
大
学
間
連
携
に
よ
る
療
育
の
実
現
、
後

半
は
こ
れ
ら
を
継
続
し
つ
つ
、
事
業
で
得
ら
れ
た
教
育
及

び
療
育
の
成
果
を
、
全
国
学
会
や
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
を
通
し
て
広
く
発
信
し
、
ま
た
発
達
障
害
に
関
す
る
幼

稚
園
教
諭
や
保
育
士
の
養
成
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
提

案
し
ま
す
。
取
組
期
間
終
了
後
も
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

佐
賀
の
事
業
と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
新
た
に
「
子
ど
も
発
達
支
援
士
」
を
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
に
認
定
し
ま
す
。
卒
業
後
も
職
能
形

成
を
連
携
校
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
佐
賀

県
で
は
毎
年
３
百
名
余
り
が
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
の
免

許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
平
成

年
度
以
降
、
毎
年
百
名

程
度
が
こ
の
資
格
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
幼
児
の
行
動
観
察
記
録
シ
ス
テ
ム
や
検
査
器
具
の

充
実
に
よ
り
「
気
づ
く
力
」―

支
援
の
要
と
な
る
力
を
、

ど
の
大
学
で
も
確
実
に
養
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎幼児教育の専門職業人を目指す学生の専門性を向上させることにより、発達障害の幼児がニーズにあった療育を幼稚園や保育所で受
けることが出来るようにするため、以下の事業を進める。 

 

①発達障害等をテーマとする大学間共通教育プログラムを共同開発する。 
②連携校が有する療育指導資源を生かして、大学間発達障害支援ネットワークを構築し、地域の療育ニーズに対応する。 

                                   幼児の療育をめぐる構造的な問題 
   ●療育情報の共有不足 
   ●療育指導施設の不足 
   ●幼・保から小学校への移行支援が不十分 

ステークホルダー〔連携機関〕
 佐賀県
 佐賀県教育委員会
 佐賀県国公立幼稚園会
 佐賀県私立幼稚園連合会
 佐賀県保育会
 佐賀県届出保育所子育て支援会

 佐賀県社会福祉協議会

佐賀県の大学と地域（自治体等）が連携した大学間発達 
  障害支援ネットワークの構築 

（１）大学間連携による発達障害のある幼児への支援
（２）佐賀県療育支援センター等の県の機関と連携し、

相談や療育指導
（３）支援実習の場としてのネットワークの活用
（４）発達障害等に関する講演会の開催による理解推進

大学間発達障害支援ネットワークの構築 
地域貢献

≪取組の成果≫ 発達障害の療育ニーズを有する幼児が、継続的に支援を受けることができる。 

共同教育の開発・実施 
 小児医療、心理、教育・保育、福祉・家族支援の各分野に亘る体系的 
知識の習得と支援実習により、幼児がもつ「困り感」を様々な視点から捉 
える力の育成と療育指導法の基礎を習得させることを目的とする。 

⇒「子ども発達支援士（基礎）」の資格認定（合計２０単位以上） 

「教育の質保証」に向けたＰＤＣＡサイクルの構築 
 ◆共通評価観点（ルーブリック）の策定と評価 
 ◆地域のステークホルダーによる社会的評価の把握と外部評価をもと 
   にした教育改善 

大学間共通教育プログラムの開発 
発達障害への確かな支援力を有する幼保専門職人の養成

連携・推進 

ステークホルダー
との課題の共有 

佐賀県内全大学・短大
〔大学コンソーシアム佐賀〕

 佐賀大学
 西九州大学
 九州龍谷短期大学
 佐賀女子短期大学
 西九州大学短期大学部
 放送大学佐賀学習センター

連
携
校 
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取組名称：大学間発達障害支援ネットワークの構築と幼保専門職業人の育成
取組大学：佐賀大学（代表校）、西九州大学、九州龍谷短期大学、佐賀女子短期大学、西九州大学短期大学部



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
在
宅

が
ん
医
療
・
緩
和
ケ
ア
を
担
う
専
門
職
と
し
て
の
主
体
性

と
協
調
性
を
身
に
つ
け
、
在
宅
が
ん
医
療
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

保
健
医
療
分
野
で
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
在
宅
医
療

体
制
の
整
備
は
急
務
で
あ
り
、
在
宅
が
ん
患
者
の
療
養
支

援
を
担
う
人
材
育
成
は
、
地
域
の
大
学
群
が
連
携
地
域
の

現
場
と
一
体
と
な
り
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
３
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。３

大
学
の
薬
学
と
看
護
学
の
学
部
が
連
携
し
た
「
長
崎

薬
学
・
看
護
学
連
合
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
活
動
が
基
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
取
組
で
は
、
在
宅
が
ん
患
者
の
療

養
支
援
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
さ
ら
に
医
学

・
歯
学
等
の
教
育
者
を
加
え
た
協
働
教
育
体
制
の
充
実
を

図
り
、
３
大
学
８
学
部
で
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
医
学
・
歯
学
・
薬
学
・
看
護
学
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
の
教
育
に
強
み
を
持
つ
長
崎
大
学
、

看
護
学
・
栄
養
学
・
情
報
学
の
教
育
に
強
み
を
持
つ
長
崎

県
立
大
学
、
そ
し
て
薬
学
・
栄
養
学
・
福
祉
学
の
教
育
に

強
み
を
持
つ
長
崎
国
際
大
学
の
３
大
学
が
連
携
し
、
目
指

す
人
材
の
育
成
に
必
要
な
力
を
結
集
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
３
大
学
が
県
内
の
４
自
治
体
・

職

能
団
体
と
一
体
と
な
っ
た
「
在
宅
医
療
・
福
祉
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
長
崎
」
を
設
立
し
、
本
取
組
を
遂
行
す
る
た
め
の

基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
は
「
地
域
が

ん
包
括
ケ
ア
の
早
期
体
験
学
習
」
と
い
う
実
習
科
目
を
始

め
５
科
目
の
大
学
間
合
同
に
よ
る
単
位
互
換
科
目
を
開
講

し
ま
す
。
そ
の
後
は
毎
年
、
既
に
開
講
し
た
科
目
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
な
が
ら
、
演
習
や
実
習
の
科
目
数
を

増
や
し
、
平
成

年
度
に
は

科
目
を
超
え
る
大
学
間
合

同
に
よ
る
単
位
互
換
科
目
を
開
講
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体

系
化
を
図
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
取
組
の
期
間
終
了
後
も

開
講
し
た
科
目
は
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

在
宅
が
ん
医
療
・
緩
和
ケ
ア
の
実
務
家
で
あ
る
教
員
を

３
大
学
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
大
学
内
及
び
大
学
間
に
お

け
る
実
行
性
の
あ
る
連
携
教
育
を
展
開
す
る
た
め
の
体
制

基
盤
が
で
き
ま
し
た
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

既
に
確
立
し
て
い
る
在
宅
チ
ー
ム
医
療
に
関
す
る
薬
学

と
看
護
学
の
統
合
教
育
体
制
を
基
に
、
医
学
や
歯
学
等
の

教
育
者
を
加
え
た
協
働
教
育
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

毎
年
三
百
人
程
度
の
連
携
校
の
学
生
が
「
多
職
種
協
働
に

よ
る
在
宅
が
ん
医
療
・
緩
和
ケ
ア
」
に
つ
い
て
、
各
分
野

の
専
門
家
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
多
職
種
協
働
の
必
要
性
を
認
識
し
、
自
ら
の
専

門
分
野
と
は
異
な
る
分
野
の
ケ
ア
に
関
す
る
基
礎
力
、
応

用
力
、
実
践
力
を
身
に
つ
け
、
在
宅
が
ん
患
者
の
療
養
支

援
が
で
き
る
専
門
性
を
修
得
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
学
習
ア

ウ
ト
カ
ム
の
達
成
度
を
も
っ
て
確
認
し
ま
す
。
地
域
の
在

宅
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
で
広
く
活
躍
す
る
よ
う
全
力
で

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

長
崎
県
知
事

中

村

法

道

長
崎
県
で
は
、
県
総
合
計
画
に
掲
げ
る
基
本
理
念
「
人
が
輝

く
、
産
業
が
輝
く
、
地
域
が
輝
く
長
崎
県
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
、
「
医
療
を
み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
」
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ
の
主
要
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
が
ん
対
策

の
推
進
や
在
宅
医
療
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
軸
足
が
「
施
設
か
ら
地
域
」
に
移

れ
う
と
し
て
い
る
中
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
在
宅
が
ん
医
療
・

緩
和
ケ
ア
を
担
う
専
門
人
材
育
成
の
拠
点
づ
く
り
を
目
指

す
、
３
大
学
に
よ
る
本
取
組
は
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。 

こ
の
取
組
が
、
専
門
職
の
育
成
や
、
関
係
職
能
団
体
の
連
携

強
化
に
つ
な
が
り
、
本
県
の
が
ん
対
策
や
在
宅
医
療
が
一
層

推
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

29

取組名称：多職種協働による在宅がん医療・緩和ケアを担う専門人材育成拠点
取組大学：長崎大学（代表校）、長崎県立大学、長崎国際大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
国
と
文
化
を
越
え
て
の
共

修
・
協
働
に
よ
っ
て
、
相
互
啓
発
力
と
課
題
解
決
力
を
高

め
、
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
た
世
界
を
舞
台
に
活
躍

で
き
る
国
際
人
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
代
社
会
は
変
革
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
あ
り
、
こ

こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
将
来
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
で
す
。
こ
れ
は
、
大

学
で
の
国
際
化
推
進
と

世
紀
型
人
材
の
育
成
を
行
う
教

育
の
浸
透
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の

大
学
・
短
大
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
か
。

平
成

年
度
に
設
立
し
た
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
長
崎

に
お
け
る
単
位
互
換
制
度
の
活
動
が
基
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
長
崎
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

連
携
す
る

大
学
・
短
大
で
の
学
び
が
将
来
の
国
際
社
会

へ
の
登
竜
門
と
な
る
よ
う
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
学
生
企
画
運
営
室
と
事
業
支
援
機
構

を
立
ち
上
げ
、
次
年
度
か
ら
の
事
業
の
本
格
実
施
に
備
え

ま
す
。
平
成

年
度
は
、
１
年
次
生
に
対
し
て
多
文
化
理

解
力
・
語
学
力
充
実
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
し
ま
す
。
平
成

年
度
は
、
２
年
次
生
に
対
し
て
社
会
活
動
ス
テ
ー
ジ
を
本

格
適
用
し
ま
す
。
取
組
の
期
間
終
了
後
も
長
崎
県
の
補
助

金
と
各
大
学
の
分
担
金
の
組
み
入
れ
に
よ
り
、
本
事
業
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

一
つ
は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
共
修
・
協
働
の
場

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
次
い
で
、
地
域
経
済
界
と
の

連
携
に
よ
っ
て
、
新
し
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場
と
学

び
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
は
、
毎
年

１
０
０
名
か
ら
１
５
０
名
の
留
学
生
に
提
供
さ
れ
、
ま
た
、

彼
ら
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
同
数
の
日
本
人
学
生
も
そ
れ

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
こ
の
事
業
運

営
に
あ
た
っ
て
学
習
環
境
が
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
活

動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
長
崎
で
の
学
び
を
国
際
化
す
る
と

と
も
に
、
よ
り
活
性
化
さ
せ
ま
す
。
各
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
て
授
業
科
目
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個

性
を
生
か
し
た
連
携
に
成
長
し
ま
す
。
留
学
生
と
日
本
人
学

生
合
わ
せ
て
毎
年
２
０
０
名
か
ら
３
０
０
名
が
本
事
業
を
受

講
し
、
国
際
人
と
し
て
の
資
質
を
磨
く
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー
ジ
は

あ
り
ま
す
か
。

本
事
業
の
運
営
は
、
学
生
企
画
室
が
一
つ
の
核
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
形
態
等
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
企
業
に
対
し
て
国
際
化

に
備
え
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
提
案
で
き
ま
す
。

ま
た
、
文
化
を
越
え
て
の
協
働
の
あ
り
方
を
企
業
や
社
会
に

発
信
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
が
成
果
指
標
と
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

長
崎
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
会
長

白

石

幸

男

長
崎
県
内
の

大
学
等
で
は
「
大
学
間
連
携
共
同
教
育

推
進
事
業
」
の
中
で
、
相
互
に
連
携
し
て
留
学
生
と
日
本

人
学
生
と
が
共
修
・
協
働
す
る
こ
と
で
相
互
啓
発
し
な
が

ら
国
際
人
と
し
て
の
成
長
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
留
学
生
の
参
加
が

少
な
く
、
企
業
も
受
入
れ
に
消
極
的
な
面
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
本
推
進
事
業
に
よ
り
新
た
な
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
る

こ
と
で
、
留
学
生
に
と
っ
て
も
県
内
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
対
す
る
壁
を
な
く
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
受

入
れ
企
業
も
こ
れ
ま
で
日
本
人
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た

の
と
同
じ
感
覚
で
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
留
学
生
・
日
本
人
学
生
が
こ
の
長
崎
の
地
で
学

び
育
ち
、
国
際
的
な
活
躍
の
場
に
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

本事業は、各大学から選抜された日本人学生と留学生との混成グループを作り、それを基本形として大学での共修やインターンシッ
プ等での協働を行うことをカリキュラムの中に組み込み、グローバル人材としての基盤形成の場にするものである。

事業では、学生企画運営室と事業支援機構が運営の核となって多文化理解・語学力充実、インターンシップ、社会活動などの年次
ステージが順次性をもって展開される。
共修科目では、主体的な学習が展開されるとともに双方の学生の対話や相互啓発によって多文化理解能力の向上も図られる。
さらに、語学力向上の後に行われるインターンシップ等を通して、課題解決能力に必要な協調力や現場力の獲得も行われる。

多
文
化
理
解
能

国
際
社
会

＜背景＞
大学に対する国際化推進と21世
紀型人材育成を行う教育の要請
＜目的＞
大学コンソーシアム長崎の発展

能
力
を
基
盤
と
し
た
国
際
社
会
で
の
リ
｜
ダ
｜
資
質
向
上

人
と
し
て
の
飛
躍

長 展
国際社会型コンソーシアム、
また、大学・地域協働型コン
ソーシアム、さらに、主体的
学習型コンソーシアムの性質
を備えた地域と大学の一体型
コンソーシアムでの国際人材
の育成

＜目標＞

国際的に通用する高い能力を身に
つけ、希望するキャリアを目指す。
本事業参加者数を300～400名
とし、それぞれがTOEIC750点、
日本語検定一級、韓国語検定
二級、中国語検定二級を獲得
する。
彼らにはコンソーシアムから
グローバル人材証書(仮称)を授
与する。

長
崎
県
内
の
大
学
・
短
期
大
学

長
崎
県

長
崎
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会

若
者
自
立
支
援
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（ｸﾞﾙｰﾌﾟ参加）

（ｸﾞﾙｰﾌﾟ参加）

（個別参加）
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取組名称：留学生との共修・協働による長崎発グローバル人材基盤形成事業
取組大学：長崎大学（代表校）、長崎県立大学、活水女子大学、長崎ウエスレヤン大学、長崎外国語大学、長崎国際大学、
　　　　　長崎純心大学、長崎総合科学大学、長崎女子短期大学、長崎短期大学


